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本学会懇談会

事

日本水産学会年会を機に昭和46年4月1日午後6時より，金海苔会館において本学会懇

談会が催された。会は岩本幹事の司会により46，47年度の会長及び評議員の紹介があった

後広瀬弘幸会長の挨拶で始まった。会長は挟拶の中で，今年8月机幌で開催される第7回

国際海藻学会，秋の本学会総会，国際藻類学会々長に広瀬会長が新らたに選出された事な

どについての報告と協力要請があった。

次いで国際海藻学会組織委員長西沢一俊民の準備経過報告があった。

続いて佐藤忠勇氏の音頭で乾廊し会食に移り，会食中出席者全員の自己紹介があり本学

会への希望，意見等が活発に出され，又国際海藻学会に関しての準備状況等が説明された。

宴たけなわの頃，最近スカジナピアから帰国された正置富太郎氏から「バイキングの故

郷国を訪れて」と題する講演を美しいスライドや録音テープを観賞し乍ら拝聴し， 9時過

ぎ会長の挨拶を終りとして閉会した。尚，ここに会の開催に当り全海苔協会から御寄付を

頂戴したことを付記し感謝の意を表します。

出席者 (38名〉

荒木繁，新崎盛敏，千原光雄，榎本幸人，藤山虎也，富士川飽郎，福島博，

広瀬弘幸，林田文郎，岩崎英雄，岩本康三，石島 渉，市村輝宜，今堀宏三，

川嶋昭二，黒木宗尚，小河久朗，鬼頭釣，喜田和四郎，香村真徳，正直富太郎，

宮田益忠，三浦昭雄，西沢一俊，大房問。，岡崎彰夫，尾形英二，佐藤重勝，

佐藤忠勇，佐々木正人，鈴木省吾，桜井武磨，沢田武男，寺本賢一郎，高野秀昭.

山岸高庇，吉田忠生，吉崎誠。

日本藻類学会宛寄贈文献

(昭和45年4月1日一昭和46年3月31日)

一雑 誌一

日本菌類学会報 10( 3 ) 1969-11 (3) 1970 

南極資料 (37)， (38) 1970 

国会図書館逐次刊行物目録 1968 

神奈川県立外語短大紀要自然斜学(1)1969 

南西海区水産研究所研究報告 ( 2) 1969， (3) 1970 

横浜市立大学紀要 (184)1968， (185， 188， 192) 1969 

東京大学海洋研究所業績集 8 1969 



Acta Botanica Fennica (88)，(89)，(90)，(91)1970 

Acta Biologica Venezuelica 7 (1)1970 

Annual Report of Oceanographic Observations 17 1968， 18 1969 

Revista de Biologia Marina 13 (2)，(3)1968 

EOTAHl14ECKl1白河{YPHAJI 54(5)1969-55(11)1970 

ー別 刷-

川嶋昭二(1965)釧路・根室地方のコンプ (1) 釧路市立郷土博物館々報 (157，158) 

(1965) 4ア (2) グ (161， 162) 

(1966) ィア (3) グ (178， 179) 

(1967) ィア (4) ィク (186~188) 

(1969) 4ケ (5) 。 (200) 

一一一一 (1970)毘布杖について ィク (202) 

金子孝・新原義昭 (1970)利尻島の海藻 花水試月報27(5)

生駒義博 (1970)鳥取県海中公園候補地の海藻 岡山県津山斜学教育博物館

KOSTER， J. TH.， (1969) Type Collection of Algae ; Taxon 18 (5) 

(1969) A new monograph of the Oscillatoriaceae ; Taxon 18 (2) 
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KrM， D. H.， (1970) Economically important seaweeds， in Chile.I Gracilaria ; Botanica 

Marina 13(2) 

昭和45年度庶務会計報告

(昭和45年4月 1日から昭和46年3月31日まで)

庶務報告

1. 昭和45年4月2日 全海苔会館に於て懇談会(講演:マドヲス出席の段渡辺篤氏)

を開催。出席35名。

2. 昭和45年4月25日 「藻類」第18巻第 1号発行。

3. 昭和45年5月 1日 北海道地区長谷川由雄氏転出に伴って，北海道地区評議員に舟橋

説往氏就任。

4. 昭和45年8月25日 「藻類」第18巻第2号発行。

5. 昭和45年9月15日 「文献収集について」のアンケート。

6. 昭和45年10月18日 愛媛大学大真館において午前10時30分より評議員会，午後6時よ

り教育学部D会場において総会開催，出席者47名。議事 1)議長に猪野俊平氏選出，

2)庶務会計報告，編集報告， 3)協議決定事項 イ.予算案可決，ロ.昭和46年度から会

費を年額 1，200円(外国会員は4.5米ドノレ)と改める， 4)第7回国際海藻学会議経過

報告。(詳細は本誌18(3 )177-178を参照下さい。)
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7. 昭和45年12月25日「藻類」第18巻第3号発行。

8. 昭和46年2月18日 昭和46，47年度会長及び評議員選挙開票の結果，次の諸氏が当選。

会長:広瀬弘幸評議員:正直富太郎，中村義輝(~じ海道秋山和夫(東北新崎

盛敏，福島博，加崎英男，山岸高庇(関東);瀬木妃男，谷口森俊(中部)今堀宏

三，山田幸男(近畿);秋山優，岩崎英雄(中国四国);野沢治治，沢田武男(九州)。

9. 昭和46年3月31日現在会員数 599名。

会員移動
(昭和45年12月1日から昭和46年3月31日まで〉

新 入 会 (6名)

住 所 変 更 (13名)



退会 (3名)

西国敬三，青木 舜，大塚浩一郎

昭和 45 年 度 決 算

収 入 の 部
11 

支 出 の 部

会 費 (33 06 05 人件) 291，521 
1 印刷費 18巻 1号 178，000 

2号 179，400 

パ γ ク{ 本Index誌 3771 冊冊 144，755 3号 134，000* 

利 子 1，991 選挙人名簿 9，000 

発送質問巻1-3号 20，704 

通 信 費 11，820 

消 耗 品 費 8，600 

幹事手当・謝机 31，500 

換金手 数 料 720 

小 計 438，267 計 573，744 

前年度繰越金 214，221 次年度繰 越金 78，744 

総 計 総 計 652，488 

(*18巻3号印刷費の内払い)

本会会員，今井丈夫氏は去る 昭和46年 3月18日

死去されました。

謹んで，哀悼の意を表します。

日本藻類学会
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